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1.研究実施の概要 

 高度なネットワーク社会において言語バリアフリーの通信を実現することは、緊急かつ

重要な問題となっている。しかし、従来の要素合成法を基本とする自然言語処理技術は、

すでに技術的限界に近いレベルにあり，これを応用した機械翻訳の品質もほぼ限界と見ら

れる。 

 本研究は、この限界を突破するため、新しい原理に基づく言語意味処理の基礎を確立し

ようとするものである。「人間の対象把握作用には，思考形式とも言うべきある種の枠組

みが存在し，それが言語表現に反映される」と言うセマンティック・タイポロジ（意味類

型論）の観点から，言語表現の構造と意味の関係を意味類型化された言語知識データベー

スとして体系化し、言語の等価変換と生成の技術を実現する。 

 現在までの成果は以下の通りである。まず、約３０種類のドキュメントから１００万件

の日英対訳文を抽出し、その中から、述部２カ所を含む重文、複文、複重文を合わせて１

５万件抽出した。これと併行して、文型パターン記述方式を検討し、文型パターン記述言

語の言語仕様を定めた。それに基づいて、上記15万件の対訳例文を対象とする単語レベル、

句レベル、節レベルの汎化作業を行い、日英文型パターン辞書（文型数２２万件）を作成

した。また、試作した「文型照合プログラム」によって文型パターン辞書の被覆率特性を

調査し、文法レベルでの文型パターン記述方法の問題点を分析した。その結果に基づき、

「意味レベル文型パターン辞書（暫定版）」を試作した。 

 今後は、被覆率調査実験によって「意味レベル文型パターン辞書」の問題点を明らかに

し改良を進めると共に、その意味類型化の作業を開始する。 

 

2.研究実施内容 

 今年度実施した主な研究項目は以下の通りである。 

（１）「文法レベル文型パターン辞書」（第１班）の試作 

 昨年度までに開発した単語レベルと句レベルの文型パターンに節レベルの文型パター

ンを加え、「文法レベル文型パターン辞書」（第１班）を作成した。15万件の対訳法本

に対して作成された節レベルの文型はパターンは、1.3万件であった。標本文当たり２



～３個の節表現が含まれていることから見て、節表現の90％以上は、非線形であること

が分かる。これは、節毎の翻訳結果を合成するような従来の要素合成法の方式では、対

訳標本にあるような品質の良い英語翻訳は得られないことを意味しており、本方式の有

効性を期待させるものとして重要な結果であった。 

（２）「文法レベル文型パターン辞書」の被覆率実験調査 

 「文法レベル文型パターン辞書」（第１班）の被覆率特性を評価した。その結果によ

れば、任意の入力文の７割が単語レベルの文型パターンに適合し，９割が句レベルの文

型パターンに適合するのに対して，節レベルの文型パターン全体の被覆率は低いことが

分かった。節レベルの文型パターンは，被覆率が高くなることを狙って作成されたもの

であるが，実際の対訳例文で節レベルまで汎化できるものは少なかったためである． 

また、入力日本文に対して，完全一致文型が存在する割合と部分一致文型しか存在し

ない割合を調べたところ、単語レベルに比べて句レベルの文型パターンでは、完全一致

率が高いことが分かった。完全に一致する文型は意味的にも適切である可能性が高いと

予想されることから、句レベル文型パターンの重要性が確認されたといえる。これに対

して、節レベルの文型パターンの役割はあまり大きくなさそうである。 

ところで、入力文に適合する文型パターンにおいて、適合の仕方は必ずしも一通りと

は限らない。そこで、適合文型パターンが存在した入力文の場合について、どれだけの

数の文型パターンが適合したかを調べると、句レベルで適合した異なり文型パターン数

は、単語レベルの場合の約５倍で、文型パターン当たりの解釈数も２倍以上であること、

また、節レベルの文型パターンの場合、異なり文型パターン数は比較的少ないが、逆に、

文型パターン当たりの解釈数は多いことがわかった。 

文法レベルの文型パターンでは、適合文型パターン数が多いことから、今後，意味的

に精密な制約など，文型パターンに対して強力な適合条件を付与する必要のあることが

わかる． 

（３）「意味レベル文型パターン辞書」の開発 

 上記の実験結果に基づき、意味レベルの文型パターン記述方法を決め、「文法レベル

文型パターンファイル」に収録された文型パターンの単語変数、句変数、節変数に意味

的な制約条件として、意味属性を付与すると共に、意味的な汎化として、出現順序が任

意な要素の指定、(2)位置変更可能な要素の指定、(3)文型パターン内に挿入しても良い

要素の種類とその位置の指定、(4)その他表記の揺らぎの吸収などを行い、「意味レベ

ル文型パターン辞書（暫定版）」を作成した。 

 文法レベル文型パターンに比べて、意味レベル文型パターンの再現率は、大幅に低下

することを予想していたが、実験では、10-20％程度の差しかないようである。また、

適合した意味レベルの文型パターンの意味的正解率はまだまだ期待通りの値は得られて

いないことが分かった。単語レベル、句レベル、節レベルの３レベルの文型パターンを

組み合わせて使用すれば、50％程度の入力文は意味的にカバーされるため、とりあえず

のカバー率としてはまずまずであるが、この結果は、まだ暫定的なものである。文型パ



ターンの改良も作業中であり、様々な汎化を実施している。また、文型照合方式につい

ても、名詞意味属性や用言意味属性の詳細を指定する実験など、様々なケースについて

の実験を行って、最適な照合条件を調べる予定である。今までの実験の感触では、今後

この問題に投資するコストにもよるが、文型パターンの適用範囲をあと20％程度向上さ

せる方法はありそうだと思われ。 

（４）「文型パターンパーサー」の試作 

 「文型パターン照合プログラム」の作成経験を元に、「文型パターンパーサー」試作

した。このプログラムは、文型パターン検索機能だけでなく、文型パターンを使用した

入力文解析機能を実現するものである。現状では、文法属性、意味属性、離散記号、時

制・相・様相などに関する様々な指定条件下で、文型パターン辞書から入力された日本

文に適合する文型パターンのすべて抽出する機能を実現したが、引き続き、構文情報の

取り出し機能を実現する予定である。 

（５）意味類型化方式の検討 

 文型パターンの意味類型化に関する検討としては、因果関係を表す重文に関する意味

定義方法の検討から始まって、重文全体の意味分類方法、複文の意味分類方法の検討な

ど例題を使用した机上検討を進め、以下のような基本的な方針を固めた。すなわち、重

文複文を構成する節それぞれに対する単文としての意味分類（40種類程度）、従属節の

意味分類（100種類程度）、従属節の述部語尾表現分類の３種類の情報を用いて意味分

類する方法である。この方法では、すべての文型パターンに対して、これらの分類を表

すキーワードは、必須の真理項として付与されるが、それ以外の意味的な特徴を表すキ

ーワードは、任意の真理項として付与される。また、これらの情報付与を半自動的に実

行する方法について検討し、一定の見通しを得た。 

 

3.研究実施体制 

 研究統括Gグループ 

① 研究分担グループ長：池原 悟（鳥取大学工学部、教授） 

② 研究項目：基本方式の検討 

 等価変換システム研究グループ 

① 研究分担グループ長：宮崎 正弘（新潟大学工学部、教授） 

② 研究項目：言語生成システムの試作実験 

 言語生成システム研究グループ 

① 研究分担グループ長：奥村 学（東京工業大学大学院精密工学研究所、助教授） 

② 研究項目：言語生成システムの試作実験 

 意味類型知識ベース研究グループ 

① 研究分担グループ長：池田 尚志（岐阜大学工学部、教授） 

② 研究項目：意味類型知識ベース開発の開発 
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